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　私たちが敬愛する平井裕先生は，2014年10月27日満70歳に達せられ，古稀を迎えられ
ました。心よりお祝いを申し上げます。他方，大学の定めにしたがい，本年３月末日を
もって早稲田大学をご定年退職になられます。先生のご退職には一抹の寂しさを感じる
とともに，近年体調が良好でない中，ご退職のそのときまで教育・研究に従事されたこ
とに感謝申し上げたいと思います。
　平井先生は1944（昭和19）年東京都杉並区高円寺にお生まれになりました。1963年４
月早稲田大学第二文学部文学科仏文学専修に入学され，その後，1966年４月に同第一文
学部文学科仏文学専修に転部されました。1967年３月に第一文学部をご卒業後，４月に
大学院文学研究科修士課程仏文学専修に入学され，1970年３月同課程を修了されました。
　1973年10月に早稲田大学商学部非常勤講師に就任され，1976年４月に商学部専任講師
に嘱任されました。その後，1987年４月に助教授，1996年４月に教授に昇任され，今日
に至っております。この間，1990年３月から1991年３月，2001年３月から2002年３月，
2009年３月から2010年３月の３度にわたって，フランス・パリにて在外研究生活を送ら
れました。先生は，フランス語教育に寄与されるとともに，フランスの作家サン＝テグ
ジュペリ，フランスの食文化，日仏比較文化などの研究をなされました。商学部では，
「サン＝テグジュペリ研究」というプロ・ゼミもご担当になっておられます。
　また，先生は，早稲田大学以外に津田塾大学，東京学芸大学，東京経済大学，明治大
学において，非常勤講師としてフランス語教育に従事されました。
　先生は，1996年９月から1998年９月にかけて，椿弘次学部長のもとで学生担当教務副
主任を務められました。当時，商学部は学生紛争という厳しい状況下にありましたが，
学生担当教務副主任として事態の収拾・正常化に傾注されたことは特筆に値します。今
日，早稲田大学あるいは商学部において，平穏な環境のもとで教育・研究が行えるのは，
平井先生のご尽力・ご貢献によるところが大きいと言っても過言ではありません。また，
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人びとを包み込む，温和な先生のお人柄をもって学生を指導されました。
　平井先生は，『星の王子さま』の作者として世界中で知られているサン＝テグジュペ
リの研究にあたられました。サン＝テグジュペリの年譜の不明確な部分を丁寧に解明す
るとともに，交友関係などを調べることを通じて，サン＝テグジュペリの生き様を探求
されてきました。先生は，さきに触れたプロ・ゼミのシラバスの中で，「生真面目に，
不器用に生きた彼の生涯を時代背景にもアプローチしながら，戦争，民族紛争，天災な
どを抱える地球船に生きている人間，現代社会で失われていく人間の心，行動のあり方，
価値観，幸福などを，彼の作品を通し皆で考えてみたい」と記されています。ここから，
サン＝テグジュペリの研究は，先生ご自身の研究という枠にとどまらず，学生の教育に
も直結していることをうかがい知ることができます。
　先生の長年の研究活動について，前半部分ではサン＝テグジュペリの研究に時間を割
かれたといえますが，後半部分ではフランスの食文化の研究，とりわけ，『仏和料理辞典』
（三洋出版貿易，1993年），『仏和料理用語辞典』（プラザ出版，2003年），『おいしい和仏
事典』（プラザ出版，2012年）の編纂に多くの時間を費やされました。先生がこの分野
を研究された背景として，通常，仏和辞典や和仏辞典で取り上げられることのない料理
や食材の用語を丹念に拾うことで，フランス食文化の紹介・発信に努めたいというお考
えがあったものと思われます。先生が編著者として，あるいは翻訳の形で関与されたフ
ランス料理・食文化の紹介は多数にのぼります。私自身は，この中でも『おいしい和仏
事典』をとても気に入っております。解説とともに所々に挿し絵がちりばめられ，多く
の読者を魅了するものとなっています。
　先生を編著者とする『仏和料理用語辞典』について，中川高行先生が書評（『文化論集』
第24号，2004年３月）を記されていますので，その一部をご紹介します。この辞典の特
徴として，「訳語の正確さに抜群の信頼性があること，それに加えて，語が使用される
場の背景を具体的に感じさせてくれること」をあげておられます。また，「食文化につ
いても貴重な情報が多数織り込まれている点」を評価されております。事典・辞典ゆえ
の性格上，出版に至るまで編著者としてのご苦労が多かったものと思われますが，先生
の業績はいずれも都合３度のパリでの在外研究の成果とみることができます。早稲田大
学学生部が発行する『新鐘』（70号，2004年７月）の中で，先生はパリの朝市に関する
記事を執筆されています。中川先生の書評にも「学問の世界と現場との隔たりを感じさ
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せず」とありますが，このように，実際に歩かれ見聞きされたご経験から，料理や食材
の用語を選ばれたのだろうと推察されます。
　さらに，教育面における業績としては，フランス語の入門書，文法書などの著書を残
され，多くの学生が先生のご著書をもとにフランス語を学びました。
　ここで，先生との個人的な思い出に触れることをお許しいただきたいと思います。私
にとって，商学部の先生方の中で，もっとも長くお付き合いをいただいているのが平井
先生です。1985年４月大隈講堂で行われた学部入学式に続くクラス・オリエンテーショ
ンで，初めて先生にお目にかかりました。先生は，私が所属する１年19組のクラス担任
だったのです。以来，30年にわたってご指導をいただきました。当時，先生は新進気鋭
の若手教員でありましたが，温厚で学生思いのところがあり，クラスの全員が先生に信
頼を寄せていました。10号館の教室でのフランス語Ⅰの授業は，厳しさと楽しさの両面
を味わえる雰囲気の中で進められ，私自身，フランス語を懸命に勉強した記憶が強く
残っております。また，先生が趣味とされる渓流釣りの話をうかがったことも良き思い
出です。
　先生が２度目の在外研究中，私は大学院修士課程の２年生でしたが，パリから絵葉書
きが届き，博士後期課程の入試に向けて激励の言葉をいただいたこともありました。さ
らに，私が商学部の専任教員になりたての頃，フランス語文献講読を担当しましたが，
それなりに授業をなしえたのは先生のおかげと感謝しています。
　さて，冒頭でも触れたように，近年必ずしも体調が芳しくない先生をお送りすること
は心配事ではありますが，健康には十分に留意なされ，ご健勝にお過ごしになられるこ
とをお祈りしたいと思います。あわせて，今後とも，私たちをお見守りくださるようお
願い申し上げます。おわりに，先生の主要な研究業績を以下に列挙し，これまでのご指
導に対する感謝の気持ちといたします。なお，紙幅の関係上，資料および学会報告は割
愛しました。
⑴　著書・共著・共編注・編著
著書　『Douze leçon de français』鳳書房，1974年
共編注　ボーモン夫人『美女と野獣』駿河台出版社，1975年
共著　『初級フランス語文法コース』駿河台出版社，1978年
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共著　『初級フランス語読本コース』駿河台出版社，1979年
共著　『初めて学ぶフランス語文法』駿河台出版社，1982年
共編注　クラリス・ドゥジル『北海道の春─日本との出合いⅠ』朝日出版社，1984年
共編注　クラリス・ドゥジル『九州の秋─日本との出合いⅡ』朝日出版社，1984年
共編注　クラリス・ドゥジル『魅惑の長崎─日本との出合いⅢ』朝日出版社，1985年
共著　『フランス料理新百科事典８　用語解説』同朋舎出版，1984年
編著　『仏和料理辞典』三洋出版貿易，1993年
著書　『Pas à Pas フランス語入門』プラザ出版，1999年
編著　『仏和料理用語辞典』プラザ出版，2003年
編著　『おいしい和仏事典』プラザ出版，2012年
⑵　翻訳
『ラルース料理百科事典１～６』（共訳）三洋出版貿易，1975・1976年（プロスペル・モ
ンタニェ著，R・J クルティーヌ改訂Nouveau Larousse Gastronomique の翻訳）
『ラルース料理百科事典』（全一巻，統合版）三洋出版貿易，1981年
Modes de Paris『ヨーロッパ美食の殿堂』三洋出版貿易，1981年
Modes de Paris『ヨーロッパ続・美食の殿堂』三洋出版貿易，1982年
R・J クルティーヌ『フランス料理百選－フランス料理古典料理逸話集』（共訳） 1990年
～2002年，シェフ７号～57号，イマージュ
⑶　主な論文
「サン＝テグジュペリ研究」『早稲田商学』第281号，1979年
「第２外国語としてのフランス語について」『ILT NEWS 68号』，1980年
「サン＝テグジュペリ研究─『南方郵便機』と『夜間飛行』について─」
　　『早稲田商学』第290号，1981年
「サン＝テグジュペリ研究─アメリカにおけるサン＝テグジュペリ─」
　　『早稲田商学』第292号，1982年
「第２外国語としてフランス語を履修する学生の現状報告」
　　『早稲田商学』第320号，1987年
97平井裕先生のご定年退職にあたって
201
「若きサン＝テグジュペリと『南方郵便機』」『文化論集』第４号，1994年
「ヴェノス・アイレスと『夜間飛行』」『文化論集』第５号，1994年
「サン＝テグジュペリの悲しみと倦怠の２年半」『文化論集』第８号，1996年
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